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研究課題名 Pulp tissue reduction 法による指尖部切断の生着率の検討 

研究体制 ■長野赤十字病院が責任研究機関となる 

研究責任者 所属  形成外科   氏名  中嶋 優太  

研究期間 （西暦）承認日より 2019 年 12 月 31 日まで 

研究の概要 （研究の意義・目的） 

 指尖部切断において、より高い生着率を得るためにはどの様な手術方法が

良いか検討・明らかにする研究です。 

 

（研究の方法） 

切断指再接着を行った患者さんのカルテデータを収集し、生着率を調べ検

討します。 

試料・情報 （試料・情報の項目） 

カルテデータ、写真 

研究対象者  当院形成外科で 2013 年 4 月～2019 年 2 月までに指尖部切断に対して再接

着を行った方 

※当研究に自分の情報を使用してほしくない場合は下記のお問い合わせ先ま

でお申し出ください。 

個人情報の保護 収集したデータは、研究終了後適切な方法で廃棄処理をいたします。また

国が定めた倫理指針（「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」）に則

って、個人情報を厳重に保護し、研究結果の発表に際しても、個人が特定さ

れない形で行います。 

お問い合わせ先  

〒３８０－８５８２ 

長野県長野市若里五丁目２２番１号 

長野赤十字病院 

所属  形成外科    氏名  中嶋 優太  

 

TEL：026-226-4131（代表）  FAX：026-228-8439 

 


